








層）に分けられ、前者は後者よりやや暗い色を呈している。両者ともに粘性が

強く、鶉卵大のパミス・木炭粒をやや多く含み、固くしまっている。後者は主

として立ち上がり付近に堆種している。出土遺物はⅣ層より少ないが、大形の

土器片が多く、住居祉内に放棄されたものである。

Ⅵ層鶏卵大のパミスを特に多量に含み、明黄褐色を呈する地山である。

（柳原・米倉）

遺 構
一
一
一

第3次調査では前回の調査区域(B1～4 ･12～14．22･23区)の一部(B3

・22．23区） と24区、 その北側のB31～34.41～44．51区を調査した。前回ま

での調査によって、 L.S.(竪穴住居趾) 8基、 L.F.(炉祉) 9基､L.K.(土

擴） 8基を確認したが、今回新たにL､S.12基、 L.F.7基、 L.K.6基を検

出した。遺跡が南向きの緩斜面に立地し、 さらに階段状に耕作されているため

全体的に住居杜の南側壁面が低いものや削平されたものが多い。

L.S.12基のうち9基は円形竪穴、 3基が隅丸方形の竪穴で、後者は今回初

めて検出された。隅丸方形の竪穴は1辺2.5～3mで､長径約3～5mの円形竪

穴に比べると小形である （第4図、図版1下)。

L.S、8は前回の調査では南半分が削平されていて輪郭が不明瞭であったが、

北側部分の発掘によって中央に大形ピットを有する円形竪穴であることが判明

した。大形ピットは四隅に小ピットをもち、各小ピットの中から角礫が検出さ

れた。このような大形ピットは他の住居杜でも確認された。一般に大形ピット

は10cm前後と浅く、四隅や中央部の小ピットは30～50cmと深い。小ピット内の

拳大の5～6個の礫は底面にでなく柱穴の支え石のようにピットの壁に沿って

出土している。また、L、S.8の内壁に沿って小ピットが検出された。 I類土

器・Ⅱ類土器が出土している。

L.S.9は大部分が削平されていて北側に輪郭を僅かに残すのみである。前

回の所見と合わせ、 L.S.8の埋没後に造られたものと判定された。
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L.S.10はL、S.9同様、北側に僅かに遺構の輪郭を認めうるのみである。

L.S､11は中央に大形ピットを有する円形竪穴であるが南半分を削平されて

いる。中央の大形ピットはやはり四隅に小ピットをもつ。大形ピットの南側に

別のピットが認められた｡また､住居杜の内壁に沿って小形のピット、床面に比

較的大きなピットが数多く検出された。大形ピット内からⅡ類土器、覆土から

Ⅱ類土器・Ⅳ類土器・磨石（39．43） ・石皿（48）が出土した。また、東側

にL.S.11と直交するような掘り込みが検出され、 L.F.7を伴う住居杜と推

定された力轆認できなかった。

L、S.12は長径約4mのやや角張った円形竪穴で、中央に方形の大形ピット、

内壁に沿って小ピットが確認できた。方形ピットの底面に角礫や石皿が認めら

れた。また、覆土内よりI類土器（5） ．Ⅱ類土器(28） ・Ⅳ類土器（27．33）

磨石（40）が出土した。

L.S.13は長径約5m、深さ北側約0.5m、南側約0.2mの円形竪穴で中央に大

形ピットを有する。大形ピットは浅く、内壁の四隅と中央部に小ピットをもつ。

中央のピットを除く各ピット内に5～6個の角礫や磨石が認められた。角礫は

拳大で焼けた面をもつものがあった。住居杜北側に床面を1m以上掘り込んだ

土壌が認められたが、これはⅣ層上面より掘り込まれており、後世のものと推

定された。中央大形ピット内からI類土器（3） .Ⅱ類土器(9) ．Ⅲ類土器(19）

．Ⅳ類土器（26)、床面からI類土器（2） ・ II類土器(7) ･III類土器(14･ 15

・17． 18)、覆土からI類土器(1 ･ 4． 6) ・ II類土器(10･11) ・ III類土器

（16．20） ・磨製石斧（36．37） ・石皿が出土した。

L.S.14はL.S、13に切られている円形竪穴である。掘り込み面が削平され

ていないため本来の住居趾壁面の肩を残していると思われる。その高さは約

0.5mである。

L.S.15は隅丸方形の竪穴と推定されたが、遺構の輪郭が発掘区外へ延びて

いるため確認はできなかった。

L.S.16は張り出し部をもつ隅丸方形の竪穴で内部に1基の炉祉(L.F.13)
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を確認した。また、住居祉の中心方向に傾斜した10数個の小ピットが壁面から

検出された。L、S.15との新旧関係は確認できなかった。覆土内からⅡ類土器

Ⅲ類土器(35） ・Ⅳ類土器(25） ・磨石が出土した。

L.S.17は隅丸方形の竪穴で1基の炉祉を有するが東半分は未発掘である。

L.S・16と同様に住居牡の中心方向に傾斜した小ピットが壁面に認められた。

覆土からⅡ類土器・Ⅲ類土器が出土した。

L.S.18はL、S.19．L.S.20によって切られた円形竪穴で未完掘である。

住居杜北側の方形土擴はⅡ層からの掘り込みで後世のものと推定できた。覆土

からI類土器（30） ・Ⅱ類土器・Ⅲ類土器・磨石・磨製石斧が出土した。

L､S.19は未完掘で遺構の存在を確認しただけであるが、L.S､18を切り、

L.S､20に切られた円形竪穴と推定できた。また、住居祉内の土擴はⅡ層から

掘り込んだ後世のものと推定できた。

L.S､20は円形竪穴であるが未完掘である。L.S､19を切り、L.S.13に切

られている。覆土内からI類土器・磨石・磨製石斧が出土した。これらの住居

杜の新旧関係はL、S.18･L.S.19.L､S.20･L.S.13の順に古いと推定さ

れた。

住居祉内の炉祉とは別に、住居趾との関係が不明確な炉祉を5基確認した。

炉祉は大きく2つに分けられる。 1つは焼土の上面に角礫の石組みを有するも

のである。

L.F.7は径約0.8m､厚さ約0.13mの皿状の凹みに堆積した焼土の上面に多

くの焼けた角礫が検出された。石組みは扁平な礫を用い、 9個体に割れた礫を

中心として円形に敷いた状態であるが斜立のものも認められた。

L.F.12は径約0.6m、厚さ約0.15mの円形の焼土でその上面に4個の焼けた

角礫が認められた。

L､F.18はL.S.18廃棄後に形成されたもので、径約0.5m,厚さ約0.05mの

楕円形の焼土とその上面に焼けた角礫が検出された。L､F.7と同様に扁平な

礫を用い、割れた礫も認められた。
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もう一つは焼土だけの炉祉である。L.F.10はL.S.9の、 L.F.11はL、

K.9の覆土上に焼土が検出された。

また、 土壌が6基確認できた。

L.K.5は1辺約2.5mの比較的大きな方形のもので、覆土内からI類土器

(29） ・Ⅳ類土器(32） ・Ⅵ類土器（34）が出土した。

L.K.6はL.K、5に切られており、 B23区北側断面でL､K.6の方が古い

こと力雅認された。

L､K.8はL.S.4．L.F.2の下層から検出されたが、その性格は確認で

きなかった。

L､K、9は三隅と中央部に小ピットをもち、その形態は住居祉内で認められ

る大形ピットに類似している。また、覆土中に径約2mの円形にL.K.9を囲

む礫群が認められた。こうした礫群の出土状況はL.S、8 ．L、S.13の大形ピ

ットに伴う覆土でもみられ、住居杜の埋没過程で廃棄された礫で形成されたも

のと推定される。その形態と出土状況から、 L.K.9は住居杜に伴う大形ピッ

トであったと推定された。

L.K・10は内壁四隅に小ピットをもち、 L.K.9と同じく住居杜に伴う大形

ピットであったと推定された。

L､K.11は北半分が未発掘であるが中央にピットが認められ、ピット内から

角礫が検出された。

当遺跡の住居杜は円形竪穴とやや小形の隅丸方形竪穴によって構成されてい

る。現在までに南島において確認された住居杜は全て方形の石組み住居靴であ

る警当遺跡の円形.隅丸方形竪穴住居杜は､南島における竪穴住居趾の初見例

といえる。また、出土遺物から円形竪穴と隅丸方形竪穴に殆んど時期差はなく、

ともに縄文時代晩期に属するものと推定された。円形竪穴に認められた小ピッ

トを伴う大形ピットは他に例をみないものであり、類例の増加をまちたい。

註九学会連合奄美大島共同調査委員会「奄美一自然と文化一」日本学術振興会

（永田）
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Ⅳ類（22～24．26．27．31～33）算盤玉形の胴部に強く外反する口縁部をも

つ黒色の磨研土器である。九州の縄文時代晩期の土器が、本遺跡に搬入された

ものであろう。器形は浅鉢と深鉢がある。器形は深鉢形で、外器面には貝殻条

痕がみられるもの(31)や､33のように内器面を磨研したものもある。

Ⅳ′類（25）Ⅳ類の製作技法を模倣し、周辺地域の粘土を用いて製作し

たものと思われる。胎土は1 ･Ⅲ類に酷似している。

V類（21） 全体に小形であり、器形は蜜形や浅鉢・壺形などがある。

口縁部断面はほぼ蒲鉾形に肥厚している。泥質の土器で、器壁は1cm前後で比

較的厚く、灰赤色の胎土をもつ。甕形土器の胴部にはススの付着しているもの

がある。底部は平底が多く、丸底状のものもある。

Ⅵ類（34）断面が三角形に肥厚したシャープな口縁をもつ甕形の土器で、

肩の部分に薄い幅広の貼付凸帯を巡らす。器面は雑なナデで調整してある。胎

土はI類の泥質のものに類似しているが、脆弱である。出土数も少なく、底部

は不明である。

I類（喜念式土器） ・Ⅱ類（宇宿上層式土器）は奄美諸島にみられる土器で

ある、Ⅲ類の有文土器（一湊式土器）は種子島・屋久島の土器である。Ⅳ類は
註

黒色磨研土器で、無文のものは黒川式土器、有文のものは入佐式土器である。

Ⅳ'類の形はⅣ類に似ていて、胎土はI類の泥質土器やⅢ類に近いもので

ある。Ⅳ類を模倣した島喚系の土器であると思われる。L.S.13床面直上(第V

層）より採取された土器片では、奄美系の土器は壺形に限られ、種子・屋久系

の土器は甕形に限られ、九州系の土器は深鉢・浅鉢に限られている。この対応

関係は、この遺跡全土器の傾向を示しているように見受けられる。

（中村･小畑）

註、 加世田市教育委員会「上加世田遺跡発掘調査概要」第五次1972年
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2．石器（第7図）

今回出土した石器には磨製石斧・磨石・敲石・凹石・石皿等があり、表採資

料を含めると100余点になる。

石器は住居趾覆土中から多量に出土し、特にL.S.11,L、S.13そしてL、

S.18に多く、この3ヶ所で全個数の半数を占める。

磨製石斧（36～38．41 ．42）は7個出土した。いずれも表面がかなり風化し

ている。36は安山岩製で長台形を呈する。基部断面は方形で胴部で丸味を増す。

直刃に近い両刃で、頭部は打彫面のままであるが、その他の面には敲打痕が残

っている。37は安山岩製の円筒斧で、刃部を欠失している。断面は楕円形を呈

す大形の石斧である。全面に敲打痕をとどめている。38は乳槻犬石斧に近似し

ており、横断面は楕円形、縦断面は紡錘形を呈し、両刃である。片面のやや上

部において横位に凹みがみられる。風化がはげしく敲打痕はごくわずかしか認

められず、 また石材も不明である。41と42は基部を欠失している。前者は安山

岩製である。後者は凝灰岩製で、断面楕円形を呈し、両刃である。

磨石・敲石・凹石は出土量が多く、全石器の約9割を占めていて、 その大部

分が磨石である。磨石には槻犬のもの（39．40） と扁平形のもの（43．44）が

ある。39は凝灰岩製．40は安山岩製で全面に研磨がみられ、43．44は安山岩製

で、その周縁は自然面のままである。粘板岩を用いた磨石2個が出土している

が、 その石材は吐喝l刺列島になく、種子・屋久方面からの持ち込みと考えられ

る。この他､石鋸状を呈する頁岩製の板状の石器2個がある。

石皿（45～48）は5個出土している。全て角閃石安岩製であり、47は比較的

大形の円礫を用いており、浅い磨耗面を有する。45と48は隅の丸い礫を用い、

深い凹面に使用痕が顕著に残っている。

今回の調査で出土した石器は、前回までの調査と同じく、磨石・敲石・凹石

・石皿等の植物性食料の加工具と思われるものが大勢を占めた。粘板岩製の磨

石は薩南諸島とのつながりを考える上で重要である。石鋸状石器については今

少し類例の増加をまちたい。 （吉永）
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五 ま と め

タチバナ迫跡は縄文晩期相当の竪穴住居址群を主体とするものである。 その

迫構や出土遺物につき、 特に問題になるのは次の4点である。

ひとつは土器編年についてである。 この追跡では喜念式• 宇宿上層式• 一i奏

式• 黒川式・入佐式が混在してみられ、 中でも前3者が目立つ。 またL .S .13 

ではこの前3者に黒川式が共伴していた。 以上のことは宇宿上層式が縄文晩期

に盛行することと、 一湊式が形式の崩れをみせながらもこの時期まで存続した

ことを示している。 入佐式はこの追跡の上限を示すものであろうか。

次に出土した7種の土器はI類（喜念式） . II類（宇宿上附式）の奄美系土器、

有文のill類(-i奏式） の薩南系土器、 N-N'類 （黒川式）の九州系土器の3 系

統に区別できる。 全般的に奄美系土器＝壺•薩南系土器＝甕• 九州系土器＝深

• 浅鉢という対応関係がみられ、 しかもL .S .13の床面ではこの3種が共伴し

ていた。 このような共伴関係が他の追跡でも認められるのかどうか、 今後の課

題であろう。

その次は石器の組成についてである。 タチバナ追跡出土の石器は磨石・敲石

・凹石•石皿などの植物質加工具が大半を占める。 これは奄美・沖縄諸島のこ

の時期に一般的にみとめられる現象である。 南九州でも同様な石器組成はみら

れるが、 それ以外に打製石斧•石鏃• 岩偶などの出土が知られている。 土器や

後述の住居の形には九州的要索がみられるが、 石器の組成が奄美・沖縄諸島寄

りであるのは生業活動の相異によるものでもあろうか。

四つめは住居址についてである。南西諸品の既見の住居址は宇宿貝塚•住吉貝

塚などの方形の石組み住居址である。 タチバナの円形竪穴住居址は今のところ

九州からの彩孵を考える以外にない。 しかし円形竪穴に伴う大形中央ピットは

類例がない。

以上のようにタチバナ迫跡は九州的要索と島嶼的要素のことのほかの混合を

示している。 今後、 諸要索の細分とその地域的な拡散状況を把握し、 周辺諸遺

跡との関連を明確にしていきたい。 （中村）
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